予算要求資料
平成26年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：交通安全対策推進費　　　
	事業名　シルバーセーフティ推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　環境生活部　環境生活政策課　地域・交通安全係　電話番号：058-272-1111（内2391 ）

　　　　　　　E-mail： c11260@pref.gifu.lg.jp
	（平成２６年４月１日以降のこの事業に対するご質問・ご意見はこちらに
　お寄せください）　

　環境生活部 環境生活政策課　生活・交通安全係

　電話番号：058-272-1111（内2390 ）E-mail：c11260@pref.gifu.lg.jp


１　事業費　　234千円（前年度予算額：234千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	234
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	234

	要求額
	234
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	234

	1月29日時点
査定額
	234
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	234

	決定額
	234
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	234


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　・最近の交通事故発生状況を見ると、人身事故件数、死者数、負傷者数とも減
　少傾向にある。しかし、全死者数に占める高齢者の割合は、平成19年以降５
　割以上と高水準となっており、高齢者への交通安全指導は喫緊の課題である。
　・県内の高齢者への交通安全教育の普及を図るため、交通情勢を熟知し指導技　　

　術にも長けた、地域で活躍する交通安全指導者（シルバーリーダー）を養成し
　ていく必要がある。

　・市町村の交通指導員や交通安全担当者だけでなく、シルバーリーダーを中心
　とした地域の住民（交通安全活動に携わるボランティア、老人クラブ関係者等）
　が主体的に、交通安全教育を推進し、高齢者の交通事故防止を図る必要がある。

（２）事業内容

　　県内の交通ボランティアや老人クラブの役員等、高齢者の交通安全指導に携
　わる者を対象に、県内の交通情勢にも対応した、高齢者へ交通安全教育を実施
　するために必要な指導手法等を学ぶ研修会を開催する。

　

　　・シルバーセーフティアドバイス　レベルアップ研修会

    　　実施時期：平成26年12月（予定）
　　　　対象者：交通ボランティア、老人クラブ役員、県内市町の交通指導員及
　　　　　　　　び市町村交通安全担当職員等　　　　　　　（定員100名）
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	　　　78
	研修会講師謝礼

	旅費
	 　 　67
	研修会講師旅費、職員の業務旅費

	需用費
	　　　78
	研修会教材費、講師弁当代

	役務費
	　　　11
	電話・郵便料

	合計
	　　 234
	


	　１月２９日時点の査定額の考え方　




	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　　交通安全対策基本法に基づき、交通事故の根絶を目指して策定された「第　　

　　９次岐阜県交通安全計画」では、平成27年度までに24時間死者数を100

　　人以下、死傷者数を13,000人以下とする目標を掲げている。
（２）後年度の財政負担
　　　高齢化の進展とともに今後も高齢者被害の増加が懸念されることから、引　　

　　き続き地域における交通安全教育の中心的役割を担う交通安全指導者の指
　　導力向上研修を実施するとともに、地域で交通安全教育に従事するボランテ　

　　ィアを発掘、育成していくことで、県内全域において、交通情勢に合わせた

　　きめ細やかな高齢者への交通安全教育の実施を図る。
（３）事業主体及びその妥当性
　　　地域と一体となって、犯罪や暴力、事故の撲滅・防止を図り、安心してく　　

　　らせる地域をつくるため、県がその主体的役割を果たすことが重要である。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
県内交通情勢に対応した、高齢者への質の高い交通安全教育を実施するために必要な指導技術の獲得を目的とする。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	研修会受講者数
(1年次)
	（H24）
	（H  ）
	95
（H24）
	73
（H25）
	100人
（H26）
	73.0％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　高齢者交通安全教育指導者研修会

　　・第１回　平成25年７月16日（飛騨会場）　参加人数：10人

　　・第２回　平成25年７月22日（西濃会場）　参加人数：63人


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　高水準で推移する高齢者の交通事故防止のため、本年度から新規事業として展開している「高齢歩行者等交通安全体験事業（出前講座）」を研修内容とすることで、日ごろから地域での交通安全啓発活動を担う指導者等への講座活用の働きかけができた。　　　

　同講座の活用により、歩行中の交通安全教育という今までにあまりなかった角度から高齢者への教育指導を図ることができることから、受講者からも「ぜひ地域の高齢者に体験させてみたい」等の好評をいただき、実際の講座開催につながっている。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　交通事故死者数に占める高齢者の割合は平成19年以降５割を超えており、さらに昨年は約７割となるなど高齢者に対する意識啓発は不可欠である。



	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	　指導者等に高齢者への交通安全教育指導の一例を提供することにより、実際の講座活用（＝地域での交通安全指導）にも繋がっている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	　必要最小限の経費で効果的な研修内容としている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　交通指導員自体のなり手が少なくなってきており、地域での交通安全教育の質の確保が困難になる恐れがある。




（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　地域における交通安全教育の中心的役割を担う交通安全指導者の指導力向上研修を実施し、また地域で交通安全教育に従事するボランティアを発掘、育成していくことで、県内全域において交通情勢に合わせたきめ細やかな高齢者への交通安全教育を図る。



